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１ 研修日時及び活動 

６月 ２０日 （木 ）  

 竹 取 り参 加 →流 しそ うめんの 樋 、箸 、器 の 作 成 用  

６月 ２８日 （金 ）   

流 しそうめんイベント準 備 （会 場 設 営 等 ）  

６月 ２９日 （土 ）   

流 しそうめんイベント参 加 （そうめん流 し、竹 の 器 つくり等 ） 

８月 １０日 （土 ）  

はやさめ久 多 美 夏 ま つりへスタッフとして参 加  

 

２ 研修内容 

（１）流しそうめんイベント 

久 多 美 コミュニティセンター（以 下 「コミセン」という。）に おける、地 域 住 民 との 交

流 を図 るイベントの ひとつ。 

 

 ① 山 へ入 っての 竹 の 切 り出 し 

地 元 の 方 々と近 くの 山 に 入 って、流 しそうめん に 必 要 な樋 、箸 、器 に 使 用 する

竹 の 切 り出 しに 行 った。 

当 日 はあいに くの 雨 で作 業 はかなり難 航 した。 

実 際 、この ような作 業 はしたことが なく、全 く役 に 立 たなかったが 、降 りしきる雨

の 中 黙 々と作 業 をされる地 元 の 方 々に は恐 れ入 った。 

   ②  箸 、器 の 作 成 など事 前 準 備  

      流 しそうめん 用 の 箸 、器 の 作 成 を行 った。 

      小 刀 で竹 に 手 を入 れるなど全 くの初 体 験 であり、これま た難 航 を極 めた。 

      徐 々に 慣 れてはきたが 、周 りの 方 々との 出 来 映 えは一 目 瞭 然 であった。 

   ③  事 前 準 備 （ 樋 の 作 成 、設 営 等 ）  

     樋 の 作 成 も行 った。 

     「流 しそうめん」 なの で、竹 で作 った樋 をうま くそうめんが 流 れないと話 に ならない。 

     こ こでも、地 元 の 方 の 経 験 とノ ウハウが 大 活 躍 。 

     相 変 わらず役 に 立 たず、地 元 の 方 々の 言 われることを何 とかこなすに とどま った

が 、非 常 に 良 い経 験 をさせてもらった。  

   ④  流 しそうめん イ ベント参 加  

     いよいよ、流 し そうめんの 当 日 。 

     子 どもたちを中 心 に 予 想 以 上 の 人 が 集 ま ってきて、改 めて地 元 に 密 着 した取 組

であると実 感 した。 

     そ うめんを流 す大 役 に 挑 戦 させてもら った。流 すタイミングや量 を自 分 なりに 調 整

して流 してみた。特 に 苦 情 もなかったの で一 安 心 。この 研 修 で初 めて自 分 なりに

満 足 した瞬 間 だ ったかもしれない。（やや、大 げさだ が ・・・・。）  

     そうめんが なくなったか、参 加 した皆 さんが 満 腹 に なったのかはよく分 からないが 、



 

 

滞 りなく終 了 となった。  

     最 後 に 地 元 の ケーブルテレビに スタッフ全 員 が 出 演 （記 念 撮 影 的 ？）して終 了

となった。あの 映 像 は放 送 されたのだ ろうか・・・。  

 

（２）はやさめ久多美夏まつりスタッフ参加 

久 多 美 コミセンの 夏 の一 大 イベント。地 元 住 民 が 一 堂 に 会 し交 流 を深 めるイベント

だ と思 う。 

  ①  会 場 準 備  

      地 元 の 方 々、消 防 団 の 方 々と一 緒 に 、舞 台 設 営 やテン ト張 りなどの 手 伝 いをし

た。 

      力 仕 事 に は 若 干 自 信 が あったが 、日 頃 鍛 えておられる消 防 の 方 に はかなうわけ

が なく、ここでもあま り役 に 立 てない。いないよりま しな程 度 だ ったかもしれないが 、何

とかこなせたかなと思 う 。 

  ②  ま つり参 加  

ま つりが 開 始 し、様 々な催 しが 実 施 された。 

最 中 は、ジュース売 り の ブースを手 伝 わせてもらった。見 知 らぬ顔 なの で、どの よ

うに 対 応 すればよいか最 初 は戸 惑 ったが 、それを逆 手 に とって、結 構 楽 しく作 業 を

することが できた。 

日 頃 、なかなか 出 来 る体 験 ではないの で、非 常 に 良 い経 験 をさせてもらったと感

じた。 

   

３ 感想 

  ・私の地元にもコミュニティセンターはあるが、実際何をされているのか分からない部分が多か

った。（興味を持たない自分に多分に問題はあるのだが・・・。） 

  ・今回の研修を通じ、コミセンの活動などはもとろん、コミセンが地域において担う立ち位置み

たいなものが少しは理解できたかなと思っている。 

  ・また、久多美コミセンは、地域住民の方が非常に協力的であり、地域全体で物事を考える風

土、意識を非常に強く感じた。 

  ・このような意識は、一朝一夕で培われるものではなく、永年のコミセンの取組がなせる技だと

思う。日頃からコミセンの皆さんが裏方として努力された賜物であり、頭が下がる思いである。 

  ・個人的には、研修を通じて役に立てたことは少なく、また、日程の都合でキャンセルした行事

もあり残念であったが、先述したとおり、「コミセンの存在意義」みたいなものを少しは理解で

きた貴重な体験であったと思っている。 

  ・最後に、烏田センター長をはじめとしたスタッフの皆さんには非常に親切にしていただき、滞

りなく研修を終えることができたことに感謝申し上げたい。 

  ・今後も、久多美コミセンが地域住民の方々と一体となる活動拠点であることを願っている。 

（３） その他特記事項  

  

 

 


